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ゆうゆう通信 −　−2令和 8年 7月15日（第128号）

第
47
回

定
時
総
会

定
時
総
会

　

6
月
28
日
、
第
47
回
定
時
総

会
が
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
来
賓
の
挨
拶
、
令
和

8
年
度
の
事
業
計
画
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
役
員
人
事
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
新
旧
理
事
長

の
挨
拶
を
は
じ
め
理
事
や
委
員

の
方
々
を
労
う
拍
手
が
盛
大
に

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
長
き
に
わ
た
っ
て

理
事
長
を
務
め
ら
れ
た
福
島
和

男
氏
の
退
任
挨
拶
に
は
万
感
胸

に
迫
る
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

令
和
8
年
度
セ
ン
タ
ー
運
営

　

令
和
8
年
度
セ
ン
タ
ー
運
営
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
項

目
に
つ
い
て
そ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。（
抜
粋
）

⑴
会
員
の
拡
大
と

　
　
　

意
識
の
向
上

①
入
会
案
内
ツ
ー
ル
の
見
直
し

等
会
員
募
集
方
法
の
研
究

②
市
広
報
、
折
込
み
チ
ラ
シ
等
を
活

用
し
て
の
入
会
の
案
内
工
夫
と
充
実

③
移
動
説
明
会
、女
性
限
定
の
説
明

会
等
入
会
説
明
会
の
内
容
工
夫
と
充
実

④
会
員
に
よ
る
入
会
希
望
者
の
紹

介
・
運
動
等
入
会
促
進
活
動
の
一
層

の
推
進

⑤
ウ
エ
ブ
入
会
、
窓
口
入
会
等
入
会

ス
テ
ッ
プ
の
拡
大
と
Ｐ
Ｒ
の
推
進

⑥
入
会
促
進
、
退
会
抑
制
等
施
策
の

更
な
る
研
究

⑦
女
性
会
員
の
拡
大
定
着
に
向
け
た

専
門
委
員
会
等
組
織
の
検
討
と
運
営

⑧
地
域
班
活
動
や
職
群
班
活
動
を
通

じ
て
の
会
員
意
識
の
醸
成

⑵
就
業
の
拡
大
、
就
業
活
動
の
支

　

援
と
適
正
就
業
へ
の
取
り
組
み

①
追
加
受
注
や
新
規
就
業
に
向
け
た

開
拓
活
動
の
強
化

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
手
法
に
よ
る
就

業
開
拓(

Ｐ
Ｒ
活
動)

の
推
進

③
ウ
エ
ブ
を
活
用
し
た
受
注
の
拡
大

と
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進

④
空
き
家
管
理
事
業
体
制
の
確
立
と

広
報
の
充
実

⑤
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
新
た
な
事
業

の
調
査
、
研
究
と
取
組
み
準
備

⑥
高
齢
会
員
向
け
就
業
の
研
究

⑦
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
へ
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
取
組

⑧
就
業
相
談
窓
口
の
充
実
、
就
業
会

員
及
び
就
業
希
望
会
員
へ
の
支
援

⑨
出
張
相
談
や
地
域
拠
点
型
就

業
相
談
会
の
拡
大
、
充
実

⑩
就
業
時
研
修
の
充
実
と
就
業

活
動
等
に
必
要
な
各
種
研
修
・

講
習
の
効
果
的
実
施

⑪
職
群
班
活
動
の
活
性
化
を
通

じ
て
、
就
業
意
識
の
徹
底
や
サ

ー
ビ
ス
の
向
上

⑫
会
員
就
業
に
お
け
る
法
令
合

致
、
適
正
就
業
へ
の
留
意

⑬
公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼

玉
（
県
連
合
）
の
実
施
事
務
所

と
し
て
の
一
般
労
働
者
派
遣
事
業

（
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
）及
び
有
料
職

業
紹
介
事
業
の
運
営
と
展
開

⑭
派
遣
事
業
（
シ
ル
バ
ー
派
遣
事

業
）
拡
大
に
向
け
た
営
業
等
取
り
組

み
の
強
化

⑶
安
全
の
徹
底
と
健
康
管
理

①｢

第
８
次
安
全
対
策
基
本
計
画｣

に
基
づ
く
各
種
施
策
の
推
進

②
安
全
確
保
と
事
故
防
止
に
向
け
た

安
全
巡
回
の
実
施

③
安
全
ニ
ュ
ー
ス
や
安
全
標
語
を
活

用
し
た
安
全
・
健
康
意
識
の
醸
成

④
安
全
就
業
、
健
康
管
理
の
た
め
の

各
種
研
修
、
講
習
の
充
実
と
効
果
的

実
施

⑤
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
の
推
進
、
充

実
と
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

⑥
健
康
・
安
全
カ
ー
ド
の
活
用
に
よ

る
会
員
の
健
康
、
安
全
管
理
の
推
進

⑦
賠
償
事
故
の
撲
滅
と
セ
ン
タ
ー
車

両
事
故
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の

強
化

⑧
特
定
業
務
（
高
所
作
業
を
伴
う
業

務
等
）
就
業
会
員
に
対
す
る
健
康
状

態
の
把
握

⑨
高
齢
就
業
会
員
の
安
全
対
策
研
究

⑷
地
域
班
活
動
の
充
実
と
社
会
奉

　

仕
・
地
域
貢
献
活
動
の
展
開

　

と
確
立

①
地
域
班
活
動
と
し
て
の
地
域
見
守

り
（
児
童
見
守
り
）
活
動
や
地
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
活
動
へ

の
支
援
と
セ
ン
タ
ー
統
一
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
実
施

②
市
等
地
域
施
策
と
の
連
携
と
協
力

③
地
区
懇
話
会
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
班
活
動
の
在
り
方
の
研
究
、
検
討

④
地
区
懇
話
会
で
出
さ
れ
た
意
見
、

要
望
等
の
速
や
か
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク⑤
地
域
班
活
動
活
性
化
へ
の
支
援
と

地
域
班
だ
よ
り
を
活
用
し
た
活
動
情

報
の
効
果
的
発
信

⑸
成
年
後
見
事
業
の
展
開

①
法
人
と
し
て
の
組
織
体
制
の
確
立

と
充
実

②
成
年
後
見
事
業
の
Ｐ
Ｒ
の
促
進
と

相
談
・
申
立
て
支
援
体
制
の
充
実

③
市
等
他
機
関
と
の
連
携
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

④
後
見
実
務
の
的
確
な
遂
行
と
新
た

な
受
任
に
向
け
た
取
組
の
推
進

⑤
事
業
を
担
う
担
当
会
員
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
と
後
継
会
員
の
計
画
育
成

⑥
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し(

法
改

正)

へ
の
対
応
準
備

⑹
組
織
運
営
等

①
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
経
営

（
組
織
運
営
、
財
政
運
営
）
の
確
立

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保
と
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
確
立

③
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
、
改
正
公
益

認
定
法
の
適
確
な
対
応
と
運
用

④
セ
ン
タ
ー
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
と
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ

ー
の
向
上

⑤ 

情
報
発
信
機
能
と
し
て
の
会
報

の
更
な
る
充
実

⑥
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
発
信
等
セ
ン
タ

ー
活
動
の
PR
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局
体

制
の
確
立
と
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
。
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前理事長
福島　和男さん
（ふくしま・かずお）
2010年10月、第 9代理事長に就任。
理事長在任期間は189か月となり歴代
最長を記録する。

　会員の皆様のご協力をいただき、
提案させていただいた３議案の全て
をご承認いただく中で、令和８年度
第47回定時総会、そして理事長として最後の会議を
つつがなく終えることができました。ご協力いただ
きましたこと、改めて会員の皆様に御礼申しあげま
す。
　平成22年10月のセンター設立30周年記念式典に合
わせての臨時総会で理事補充選任とその後の臨時理
事会で理事長職をお受けすることとなってから今日
まで、通算15年と 9か月。前任理事長の体調不良に
よる任期途中の退任によって≪ピンチヒッター・つ
なぎ≫の位置づけの理事長と捉えていました。
　しかし、時同じくしての公益法人制度改革による
公益社団への移行準備と手続そして公益社団法人へ
の衣替え、その後に続いた全国のシルバーに例を見
ない成年後見事業の導入準備と事業認定の手続、平
成から令和へ移る時代の変遷、そしてコロナ禍とセ
ンター活動への様々な影響、さらにシルバー人材セ
ンター事業そのものを大きく変容させることとなっ
た≪インボイス制度、フリーランス新法≫の新たな
法制度の出現による環境変化等々、状況変化の中
で、後任にセンター運営をお願いする時期を掴み切
れないまま今日に至ってしまったことも事実であり
ました。
　課題を残しながらも、ひとまずの大きな変化の時
期を終え、新しい風、新しい力を求める時となった
のかなと判断させていただいた次第であります。
　改めて、長い間、本当に長い間、多くの素晴らし
い先輩方、そして会員の皆様には、理事長として立
てていただきましたこと、そして温かく見守り、支
えていただきましたことに心から感謝と御礼を申し
上げます。
ありがとうございました。

新理事長
細沼　栄さん
（ほそぬま・さかえ）

1955年新座市生まれ。日本大学文
理学部卒業。朝霞市役所などを経て
2020年 3 月にSCに入会。22年 6 月理
事に就任し、総務委員長を務める。

　皆様こんにちは。令和８年６月28
日の公益社団法人新座市シルバー人
材センター第47回定時総会並びに臨

時理事会におきまして、会員並びに理事の皆様のご
賛同を得て当センターの理事長に就任いたしまし
た細沼栄でございます。福島前理事長の後を引き継
ぎ、身の引き締まる思いと責任の重さを痛感してお
ります。皆様どうぞよろしくお願い致します。
　はじめに、福島前理事長におかれましては長年に
わたり当センターのけん引役として、リーマンショ
ックや、コロナ禍など時代の荒波の中で強いリーダ
ーシップを発揮していただき、センターの発展にご
尽力いただき誠にありがとうございました。
　さて、ご存じのとおり我が国は少子高齢化が急速
に進み、超高齢化社会となり団塊の世代の方々が75
歳以上の後期高齢者となり、また15歳から64歳の生
産労働人口が減少し、現役世代の下支えや地域社会
の担い手として、地域経済を支える労働力としてシ
ルバー人材センターへの期待はますます大きくなっ
ております。
　こうした状況の中、多くの高齢者の皆様が働くこ
とを通じて生きがいを得ると共に地域貢献を行い、
社会の一員として活躍していただきたいと考えてお
ります。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症以来会
員数の減少や契約金額の伸び悩みが続いておりま
す。令和８年度の事業計画において、センターの活
力回復と活性化を進めるため「会員の確保・拡大」
と「就業の場の確保・拡大」を掲げ、会員の皆様が
明るく元気に、楽しく就業し、生きがいをもって健
康で地域に活躍できるように進めてまいります。
　最後になりますが、会員の皆様とコミュニケーシ
ョンを大切にして、地域や会員の皆様への感謝の気
持ちを忘れずに、皆様に喜ばれ信頼されるセンター
とするため、理事・監事・事務局職員一丸となって
当センターの運営に取り組んでまいりたいと考えて
おります。皆様方のご協力をお願いいたします。
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《
優
秀
賞
》

続
け
よ
う 

フ
レ
イ
ル
体
操 

身
体
の
貯
筋	

中
村
　
和
明

《
入
選
》

熱
中
症 

か
か
る
前
に
水
分
補
給

自
分
で
守
る 

自
分
の
命	

林
　
　
文
雄

《
入
選
》

危
険
を
見
つ
け
て
取
り
組
む
改
善
リ
ス
ク
を
減
ら
し
て

進
め
る
安
全
目
指
す
ゴ
ー
ル
は
事
故
ゼ
ロ	

藤
田
　
秀
幸

《
佳
作
》

安
全
は 

右
見
て
左
見
て
我
を
見
て

護
る
勇
気
で
皆
ん
な
の
笑
顔	

土
屋
　
芳
夫

《
佳
作
》

事
故
招
く 

慣
れ
と
緩
み
と
思
い
込
み

声
を
出
し
て
の 

耳
で
確
認
！	

石
上
　
健
藏

《
佳
作
》

作
業
前 

心
と
体
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

急
が
ず
あ
わ
て
ず
安
全
作
業
の
心
が
け
！	

細
沼
　
喜
好

令
和
８
年
度　

安
全
標
語
優
秀
作
（
敬
称
略
）

♦センターの発展に貢献し功績が顕著な事業所団体等
久留米建機サービス㈱　　継続５年以上
社会福祉法人常盤会
　野火止保育園　　　　　継続５年以上

ライオンズマンション　　継続５年以上ひばりヶ丘第３管理組合
志木ハイツ管理組合　　　継続５年以上
斉藤　真男　　　　　　　継続５年以上
㈲シゲノ　　　　　　　　継続５年以上

♦各委員会等の委員若しくは役員としてその功
績が顕著であると認められる者
（故）半田　茂	 業務委員	 9 年
前迫　シヅヱ	 会員開発委員	 8 年
井上　陽一	 地域活動委員	 6 年
立川　正雄	 安全委員	 4 年
萩原　千津子	 成年後見委員	 2 年
三宅　新吾	 成年後見委員	 3年1か月
髙瀬　好英	 親睦会	 7年9か月
野口　伸	 親睦会	 9 年
井出　竹安	 親睦会	 8 年

♦センター役員に引き続き2年以上在任し退任した者
（故）半田　茂	 　　理事	　 8 年
清水　陽介	 　　理事	　10年
浅野　信夫	 　　理事	　 6 年
三宅　新吾	 　　理事	　 2 年

♦公共善を行いセンターの名誉を高揚させる等、賞賛
に値すると認められた者
　　島村　正壽　消火活動協力者として
　　小池　弘泰　新座消防署より表彰

♦地区長、地区委員及び職群班長、副班長として3年
以上に亘りセンター事業に貢献しその功績が顕著で
あると認められた者
平尾　實	 職群班長・副班長	 3 年
粟本　宗津男	職群班長	 4 年
溝田　博和	 職群班長	 3 年
畠山　健	 職群班長	 3 年
渡辺　俊明	 地区長・地区委員	 6 年 4 か月
立川　正雄	 地区長	 6 年
島津　和人	 地区長	 6 年
佐藤　義之	 地区長	 4 年 5 か月
藤田　武男	 地区委員	 14 年
矢口　英子	 地区委員	 8 年
佐藤　鈴子	 地区委員	 7 年
岡田　征昭	 地区委員	 6 年
七木田　浩	 地区委員	 6 年
小林　さくら	地区委員	 5 年
小菅　さちよ	地区委員	 4 年
堀川　君枝	 地区委員	 4 年
齋藤　チヅ子	地区委員	 3 年
松本　眞治	 地区委員	 3 年

令和 8年度令和 8年度 表彰者表彰者
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地
域
活
動
部
会

事
業
活
動
部
会

組
織
活
動
部
会

就
業
開
拓
委
員
会

安
全
委
員
会

業
務
委
員
会

広
報
委
員
会

会
員
開
発
委
員
会

総
務
委
員
会

部
会
長

　太
刀
川
和
男

部
付
理
事

　平
野
静
香

部
会
長

　中
村
和
明

部
付
理
事

　山
野
邉

　範
一

部
会
長

　金
枝
久
子

部
付
理
事

　伊
藤

　智
砂
子

委
員
長

　石
原

　
智

中
澤

　
孝

委
員

高
橋

　悠
紀
子

野
田
重
夫

委
員
長

　小

　松

　
　正

副
委
員
長

　小
林
俊
一

委
員

吉
田
紀
生

尾
形
三
津
子

梁
川
淑
広

小
泉
悦
子

館

　
　明

　良

横

　山

　
　勇

委
員

淺
見
功
正

黒
子
雅
弘

土
屋

　ふ
さ
子

大
石

　英
太
郎

委
員
長

　太
刀
川
和
男

副
委
員
長

　大
島
直
次

委
員

佐
藤
静
子

磯
野
博
子

宇
田
川

　正
夫

立
川

　富
士
江

小
野

　ひ
さ
子

土
屋
芳
夫

林

　
　文

　雄

委
員

清
見
倢
英

松
木
章
子

渡
邊
大
輔

清
水
陽
介

委
員

牧

　
　喜
代
美

久
保
徹
夫

委
員
長

　雨
宮
和
善

委
員
長

　中
村
和
明

委
員
長

　斉
藤
俊
博

成
年
後
見
委
員
会

女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
活
動
委
員
会

浅
野
信
夫

野
瀨
明
男

相
澤
利
也

委
員

日
比
野

　隆
三

大
和
田

　
　進

井
上
陽
一

委
員

棚
橋
拓
次

髙
森
英
一

佐
藤

　智
英
子

穂
積
真
澄

萩
原

　千
津
子

山
田

　美
知
子

安

　楽

　
　貴

委
員
長

　島
津
和
人

　
　

委
員
長

　金
枝
久
子

副
委
員
長

　柳
澤

　眞
理
子

副
委
員
長

　内
藤
孝
一

部会・委員会メンバー 一部、人事異動がありました。令和８年度の
部会・委員会の新たなメンバーを紹介します。

理事会

リ
ー
ダ
ー

　前
迫
シ
ヅ
ヱ

（
組
織
検
討
中
）

令
和
８
年
度

役
員
人
事
決
定

理
事
長	

細ほ
そ
ぬ
ま沼　
　

栄さ
か
え

副
理
事
長	
石い
し
い井　

　

修お
さ
む

理　
　

事	

金か
ね
え
だ枝　

久ひ
さ

子こ

　

〃	

前ま
え
さ
こ迫
シ
ヅ
ヱ

　

〃	

太た

刀ち

川か
わ

和か
ず

男お

　

〃	

中な
か
む
ら村　

和か
ず
あ
き明

　

〃	

小こ
ま
つ松　

　

正た
だ
し

　

〃	

島し
ま
ず津　

和か
ず
と人

　

〃	

雨あ
ま
み
や宮　

和か
ず
よ
し善

　

〃	

石い
し
は
ら原　
　

智さ
と
る

　

〃	

斉さ
い
と
う藤　

俊と
し
ひ
ろ博

　

〃	

山や
ま

野の

邉べ

範の
り
か
ず一

　

〃	

伊い
と
う藤　
智ち

砂さ

子こ

　

〃	

平ひ
ら

野の　

静し
ず

香か

専
務
理
事	

片か
た
や
ま山　

佳よ
し
の
り則

監　
　

事	

内う
ち
ぼ
り堀　

敏と
し
ろ
う朗

　

〃	

佐さ
と
う藤　
　

規た
だ
し

小
松
　
　
正

平
成
28
年
5
月
SC
入
会
。

現
在
会
員
開
発
委
員
。

新
堀
１
丁
目
在
住
。

島
津
　
和
人

平
成
30
年
11
月
SC
入
会
。

現
在
地
域
活
動
委
員
。

野
火
止
6
丁
目
在
住
。

雨
宮
　
和
善

令
和
3
年
2
月
SC
入
会
。

現
在
業
務
委
員
。

野
火
止
6
丁
目
在
住
。

石
原
　
　
智

令
和
5
年
2
月
SC
入
会
。

現
在
総
務
委
員
。

石
上
5
丁
目
在
住
。

斉
藤
　
俊
博

令
和
6
年
SC
入
会
。

現
在
就
業
開
拓
委
員
。

東
1
丁
目
在
住
。

伊
藤
　
智
砂
子

新
座
市
議
会
厚
生
常
任

委
員
会
委
員
長
。

佐
藤
　
　
規

新
座
市
財
政
部
財
政
課
長

新任
挨拶
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シ
ル
バ
ー
と
町
内
会
の
連
携

19
地
区
と
片
山
町
内
会
の
場
合

　

シ
ル
バ
ー
十
九
地
区
（
片

山
）
で
は
、
地
区
長
が
片
山
町

内
会
（
以
下
、
町
内
会
）
の
総

会
・
理
事
会
等
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
情
報
を
交
換
し
な

が
ら
相
互
の
活
動
を
把
握
で
き

る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ

ー
片
山
の
町
内
会
と
の
関
わ
り

は
大
き
く
分
け
て
、
①
町
内
会

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
当
た

り
そ
の
都
度
、
町
内
会
か
ら
の

依
頼
に
基
づ
き
行
う
会
場
準
備
、

安
全
見
守
り
、
駐
輪
場
の
整
理

等
の
警
備
一
般
と
、
②
町
内
会

と
の
取
り
決
め
で
シ
ル
バ
ー
片

山
が
主
体
的
・
継
続
的
に
行
う

児
童
見
守
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
児
童
遊
園
の
除
草
整
備
等

の
活
動
に
分
か
れ
ま
す
。
②
の

活
動
に
は
町
内
会
か
ら
助
成
金

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

①
町
内
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

◆
春
に
町
内
会
が
開
催
す
る

「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」（
片
山

小
体
育
館
）
に
お
け
る
会
場
整

備
。
シ
ル
バ
ー
も
一
緒
に
楽
し

み
ま
す
。

◆
餅
つ
き
、
い
も
煮
会
に
お
け

る
会
場
・
駐
輪
場
の
警
備

◆
夏
ま
つ
り
（
盆
踊
り
）
に
お

け
る
会
場
見
守
り
、
駐
輪
場
警

備
。

②
シ
ル
バ
ー
主
体
の
活
動

◆
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
夜
廻

り
）
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日

午
後
六
時
半
頃
か
ら
一
時
間
弱

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
町
内

を
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て

交
互
に
廻
り
ま
す
。
夏
の
パ
ト

ロ
ー
ル
後
の
冷
え
た
ビ
ー
ル
、

冬
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
後
の
焼
酎

お
湯
割
り
が
な
ん
と
も
言
え
ま

せ
ん
。

　

冬
の
寒
い
夜
、
拍
子
木
を
打

つ
と
カ
チ
ー
ン
と
い
う
音
が
静

寂
を
破
り
長
～
く
響
き
渡
り
ま

す
。

◆
児
童
見
守
り
、
片
山
小
生
徒

の
下
校
時
見
守
り
で
見
守
り
隊

八
名
が
原
則
二
名
体
制
で
各
自

担
当
の
曜
日
に
前
原
橋
通
り
交

差
点
（
信
号
あ
り
）
に
立
ち
児

童
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

見
守
り
隊
も
高
齢
化
し
、
自
分

た
ち
の
安
全
も
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
児
童
た
ち
の

笑
顔
と
〝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
〟
と
の
声
に
ま
だ
ま
だ
頑

張
る
ぞ
と
決
意
を
新
た
に
。

◆
児
童
遊
園
の
除
草
、
町
内
に

あ
る
児
童
遊
園
の
う
ち
、
比
較

的
大
き
い
二
つ
の
児
童
遊
園
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
年
に
三
回

か
ら
四
回
除
草
清
掃
し
て
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
片
山
会
員
が
毎

回
10
～
15
人
程
度
参
加
し
て
く

れ
ま
す
。

【
更
な
る
連
携
を
求
め
て
】

　

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
環
と
し
て
町
内
会
と
の
連
携

を
い
か
に
深
め
て
い
く
か
地
区

委
員
と
共
に
模
索
し
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。                  （
横
山
）

片山こんなに人がいたんだね

駐車場へご案内

皆勤賞の折原隊長
見守り副隊長の
並木さんガンバレ！

高齢化する会員の体調に充分気遣いつつこれからも
ワイワイ話をしながら楽しくやりたい

親子の餅つき体験売り出し前から長蛇の列

体育館に椅子を並べて、さあ開演

シルバーにもつきたてのお餅がお土産に。美味しかった！
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か
え
っ
て
体
内
の
水
分
を
出
し
て
し
ま

う
た
め
水
分
の
補
給
に
は
な
ら
ず
、
逆

に
危
険
で
す
。
ま
た
、
就
寝
中
も
汗
を

か
く
の
で
、
寝
る
前
の
水
分
補
給
も
忘

れ
ず
に
！

④「
お
か
し
い
？
」
と

　
思
っ
た
ら
病
院
へ

　

熱
中
症
は
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

倦
怠
感
な
ど
の
症
状
か
ら
、
ひ
ど
い
と

き
に
は
意
識
を
失
い
、
命
が
危
険
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
お
か
し
い
」

と
思
っ
た
ら
、
涼
し
い
と
こ
ろ
に
避
難

し
、
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
周
り
の
人
に
も

　
気
配
り
を

　

自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ご
近
所

で
声
を
掛
け
合
う
な
ど
、
周
り
の
人
の

体
調
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
夏
季
外
出
時
に
休

憩
で
き
る
冷
房
の
入
っ
た
涼
み
処
（
ク

ー
ル
オ
ア
シ
ス
）
及
び
「
熱
中
症
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
※
１
」
が
発
表
さ
れ
た

と
き
に
危
険
な
暑
さ
か
ら
避
難
で
き
る

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
、

私
た
ち
の
身
体
が
適
応
で
き
な
い
こ
と

で
生
じ
る
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き
気

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
総
称
で
す
。

　

高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す

る
感
覚
機
能
や
か
ら
だ
の
調
整
機
能
も

低
下
し
て
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

　

熱
中
症
死
亡
者
の
う
ち
高
齢
者
の
割

合
は
８
割
超
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
高
齢
者
は
上
手
に

　
エ
ア
コ
ン
を

　

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方
は
、
暑
さ

で
徐
々
に
体
力
が
低
下
し
、
室
内
で
も

熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
節

電
中
で
も
上
手
に
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

②
暑
く
な
る
日
は

　
要
注
意

　

熱
中
症
は
、
暑
い
環
境
に
長
時
間
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。

　

特
に
、
梅
雨
明
け
で
急
に
暑
く
な
る

日
は
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
た

め
要
注
意
で
す
。
猛
暑
の
時
は
、
エ
ア

コ
ン
の
効
い
た
室
内
な
ど
、
早
め
に
涼

し
い
と
こ
ろ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

③
水
分
は

　
こ
ま
め
に
補
給

　

高
齢
者
は
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感

じ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。
汗
に
は
塩
分
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
大
量
の
汗
を
か
い
た
ら
、
水
分

と
と
も
に
塩
分
も
取
り
ま
し
ょ
う
。
ビ

ー
ル
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む
飲
料
は
、

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
が

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
が
６５６５
歳
以
上

歳
以
上

健康ニュース

熱
中
症
対
策
さ
れ
て
ま
す
か
？

新
座
市
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
第
２
係

熱
中
症
予
防
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

熱
中
症
予
防
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

熱
中
症
と
は
？

熱
中
症
と
は
？

ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
に
い
ざ

ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
に
い
ざ

場
所
と
し
て
市
長
が
指
定
し
た
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）
が
一
体

化
さ
れ
、
呼
称
が
「
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス

に
い
ざ
」
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
市
内

公
共
施
設
が
指
定
さ
れ
、
各
施
設
の
開

庁
時
間
内
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

※
１　

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー

ト
・
・
・
都
道
府
県
内
に
お
い
て
、
全

て
の
暑
さ
指
数
情
報
提
供
地
点
に
お
け

る
翌
日
の
最
高
「
暑
さ
指
数
※
２
」
が

35
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
に
発

表
さ
れ
、
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

※
２　

暑
さ
指
数
・
・
・
人
体
と
外

気
と
の
熱
の
や
り
と
り
（
熱
収
支
）
に

着
目
し
た
指
標
で
す
。

出典：全国消防イメージキャラクター「消太」（消防庁）
（https://www.fdma.go.jp/publication/materials/post3.html）
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我
が
家
は
妻
と
二
人
で
す
。

た
ま
に
孫
が
遊
び
に
来
ま
す
。

く
わ
え
て
シ
ー
ズ
ー
犬
の
「
パ

タ
」
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

パ
タ
は
ち
ょ
っ
と
足
が
弱
く
、

ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す

が
、
で
も
グ
ル
グ
ル
元
気
で
す
。

私
の
膝
の
上
に
じ
っ
と
し
て
い

る
時
も
あ
り
ま
す
。
心
な
ご
み
、

癒
さ
れ
、
大
切
な
家
族
の
一
員

で
す
。
今
の
パ
タ
は
二
代
目
で

初
代
パ
タ
は
二
十
年
も
生
き
て

く
れ
ま
し
た
。
い
と
お
し
か
っ

た
で
す
。

　

私
は
新
潟
県
十
日
町
市
の
松

之
山
温
泉
の
出
身
で
す
が
、
雪

深
い
田
舎
町
で
す
。
最
近
は
熊

も
出
没
し
て
大
騒
ぎ
で
す
。

　

そ
こ
で
の
子
供
時
代
、
実
家

に
は
猫
が
い
ま
し
た
。
私
に
よ

く
な
つ
い
て
、
い
つ
も
そ
ば
に

い
て
可
愛
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
夜
は
一
緒
に
寝
た
り

と
か
。

　

で
も
小
学
生
上
学
年
に
な
る

と
だ
ん
だ
ん
う
っ
と
う
し
く

な
り
、
近
づ
か
な
い
よ
う
手
で

は
ね
た
り
、
投
げ
ち
ゃ
っ
た
り

し
た
こ
と
も
。

　

や
が
て
、
そ
の
猫
は
い
つ
の

間
に
か
家
か
ら
い
な
く
な
り
ま

し
た
。
い
な
く
な
っ
て
も
何
ら

気
に
留
め
な
い
酷
い
私
で
し
た
。

　

こ
の
頃
、
膝
の
上
の
パ
タ
を

み
て
い
る
と
、
あ
の
頃
の
私
は

ど
う
し
て
あ
ん
な
意
地
悪
だ
っ

た
の
か
。
あ
の
猫
は
ど
う
し
た

ん
だ
ろ
う
、
よ
そ
で
幸
せ
に
暮

ら
せ
た
だ
ろ
う
か
、
寂
し
く
苦

労
し
た
だ
ろ
う
な
と
か
い
ろ
い

ろ
考
え
る
時
が
あ
り
ま
す
。

　

で
も
も
う
子
供
時
代
に
戻
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
た

だ
あ
の
時
の
私
の
し
た
こ
と
に

申
し
訳
な
い
と
心
の
中
で
後
悔

と
懺
悔
の
毎
日
で
す
。

　

い
ま
パ
タ
を
観
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ァ
の
上
で
ず
っ
と
寝
た
ま

ま
で
す
。
動
か
な
い
そ
の
姿
。

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

 

昨
年
九
月
に
警
察
庁
交
通
局

が
発
行
し
た
『
自
転
車
へ
の
交

通
反
則
通
告
制
度
（
青
切
符
）

の
導
入
』「
自
転
車
ル
ー
ル
ブ

ッ
ク
」
を
じ
っ
く
り
と
読
ん
で

み
た
。

　

こ
の
ル
ー
ル
の
大
意
は
自
転

車
の
乗
り
手
が
安
全
に
走
行
し

て
欲
し
い
と
い
う
強
い
注
意
喚

起
で
あ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
反
則
金
の
徴
収
が
目
的
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

 

マ
マ
チ
ャ
リ
歩
道
走
行
に
関

し
て
は
、
も
し
咎
め
ら
れ
て
も

「
徐
行
し
て
走
っ
て
下
さ
い
」

と
指
導
警
告
さ
れ
る
だ
け
の
も

の
。
は
っ
き
り
と
こ
の
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
に
書
い
て
あ
る
。

　

但
し
（
そ
う
で
す
但
し
が
つ

き
ま
す
）
青
切
符
の
対
象
と
さ

れ
る
事
項
は
、
歩
行
者
、
運
転

者
双
方
の
安
全
を
守
る
為
、
危

険
な
走
行
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

反
則
金
の
対
象
と
し
て
い
る
。

こ
れ
が
目
的
で
有
る
事
が
分
る
。

　

こ
れ
が
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
。

以
下
の
よ
う
な
、
自
転
車
が
引

ゆ
う
ゆ
う
エ
ッ
セ
イ

ゆ
う
ゆ
う
エ
ッ
セ
イ

あ
の
猫
は

い
っ
た
い
何
処
へ

野
火
止
８

コ
ミ
セ
ン
の
山
ち
ゃ
ん

き
起
こ
す
事
故
原
因
の
行
為
が
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
青
切
符
の

対
象
と
な
る
。

①
な
が
ら
ス
マ
ホ
運
転

②
遮
断
機
の
下
り
た
踏
切
侵
入
。

一
時
停
止
無
視

③
ブ
レ
ー
キ
の
つ
い
て
い
な
い

自
転
車
走
行

④
複
合
（
傘
差
し·

逆
走
な
ど

二
つ
以
上
重
複
等
）
行
為

⑤
刑
事
罰
手
続
き
対
象
の
重
大

違
反
。
並
び
に
警
察
官
の
警
告

等
の
故
意
の
無
視·

逃
亡

　

自
転
車
で
の
歩
道
走
行
は
、

車
道
寄
り
に
規
定
さ
れ
て
い
る

の
は
何
故
か
？

　

歩
道
路
外
の
施
設
や
交
差
道

路
か
ら
出
て
く
る
自
動
車
と
の

距
離
を
幾
分
か
で
も
長
い
方
が
、

出
て
く
る
者
に
自
転
車
を
発
見

し
や
す
く
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
時
間
を
確
保
し
、
事
故
防
止

す
る
た
め
と
あ
る
。
一
瞬
と
い

う
時
間
の
大
切
さ
な
の
だ
。

　

改
め
て
読
ん
で
み
る
と
〝
な

る
ほ
ど
〟
と
思
わ
せ
る
こ
と
が

書
か
れ
て
い
た
。

　

自
転
車
は
車
道
走
行
が
原
則

だ
が
、
歩
道
走
行
は
13
歳
未
満

と
70
歳
以
上
が
、
ル
ー
ル
に
従

え
ば
常
時
走
行
可
と
あ
る
。
そ

れ
は
歩
道
の
車
道
よ
り
を
、
歩

行
者
を
邪
魔
せ
ず
、
何
時
で
も

直
ぐ
に
停
止
出
来
る
速
さ
で
走

行
す
る
と
い
う
事
だ
。

　

と
に
か
く
歩
行
者
第
一
と
、

気
を
つ
け
て
走
行
す
れ
ば
、
違

反
と
言
わ
れ
ま
せ
ん
ね
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の

多
く
は
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
イ
ラ
ス
ト
は
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク

か
ら
拝
借
し
ま
し
た
）

「
自
転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
」
を
読
ん
で
み
た

北
野
３
丁
目　

吉
田
紀
生

携帯電話使用時（保持）

遮断踏切立入傘を差しながら一時不停止

酒酔い運転、酒気帯び運転
2人乗りをしながら、赤信号を無視

携帯電話使用時（交通の危険）
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次回は「AIとどうつき合っていますか？」をテーマに大募集します。締切は 8月31日です。（24字×11行）

▶ウクライナ民話「てぶくろ」◀
　娘が3歳になる頃、編集専門学校で学び直しをして
いた。教材の中にウクライナ民話の ｢てぶくろ｣ が使
われていた。ネズミやカエルやウサギの小動物から狼
や猪や熊など悪役の多い動物までたくさん出てくるの
で、子供は喜んで聞いていた。十数年の間をおいて２
番目に生まれた男の子も同じ本を何度もせがんだ。民
族問題とか反戦とかを下地にした本ともいわれるが、
純粋に動物たちのほのぼのとした優しさが出ていて子
供にとっては魅力的な本だったのだ。今手元にある本
は、表紙が破れ頁の中には鉛筆のラクガキがあって悲
惨な状態になったが、子々孫々に受け継がれてほしい
本の一つだ。     (子供帰りをしたい男　野火止79歳)

▶法華経への深い信仰--宮沢賢治◀
　東北の風景は何処も哀愁に満ちて私を魅了し、東北
人も又私を引き付けて止まない。宮沢賢治はその花巻
で明治29年生まれ、昭和８年に永眠した。彼の作品
を読んだ事のない人でもその題名は知っている。銀河
鉄道の夜、風の又三郎、セロ弾きのゴーシュ、等々。
　作品をもう少し深く理解する上で、欠かせないのが、
法華経への深い信仰がある。理屈より実践に重きを置
いた生き方である。「蔵の宝より体の宝、体の宝より
心の宝」彼の人生観が読み取れる。 子供時代に読ん
だ絵本を読み返すと、別の作品のようである。今、手
元には、殴り書きの乱筆の手帳のコピーがある。雨ニ
モマケズ・・・。        (哀愁に充ちた男　道場78歳)

▶「こどものとも」年少版◀
　福音館書店の幼稚園児向け24ページ建ての絵本で、
今でも毎月発行されている。子供が年少組の時にもら
ってきた絵本雑誌だった。本が好きな娘は沢山ある絵
本の中でもこのシリーズが特にお気に入り。今でも本
棚の一角に陣取っている。
　彼女が寝る時この絵本を私に読ませるのが楽しみだ
ったようで、私がページを飛ばすと、「違うよ」とパ
ッチリ目を開け、始めから読み直してと言って眠りに
就く。それは毎晩のことでした。
　長じて娘は〝本の虫〟となり、今でも時間があれば
図書館に通っている。

(眠りながら本を読む女　東北76歳)

▶ブレーメンの音楽隊◀
　子供が小さい頃、毎晩寝る前に「絵本を読んで」と
せがまれた物語が沢山あります。グリム童話の一編で、
人間に捨てられ、または食料にされようとしていた動
物たちが協力して新生活を切り開いていく話で、若い
頃の私はただ、フンフンとこの本を読み聞かせていた
だけでした。今、読み返してみると「自分もこのまま
ではいけない、何とかしなくては・・・。今更どうす
る？」と焦る私がいます。贅沢は無理でもささやかな
楽しみもあるし、体が許す限り仕事もしながら、社会
と繋がっていたいのです。欲張りでしょうか？ちなみ
に音楽隊の銅像はブレーメン市庁舎の一角にありまし
た。                         (童話大好きバーバ　東75歳)

▶川柳人による新解釈「浦島太郎」◀
　コピーライターの仲畑貴志さんが選者を務める毎日
新聞の ｢万能川柳｣ 欄に、｢浦島太郎｣ の新解釈句が
まれに載る。連載35年、投句はがき毎月１万通以上
という中で ｢浦島｣ ｢乙姫｣ ｢竜宮｣ ｢玉手箱｣ の検索
に引っかかる掲載句は１００足らずだが、普及版スト
ーリーより親しめて私は好きだ。まず、太郎は助けた
亀の背に乗って竜宮城に行ったが、｢乙姫も亀いじめ
る子もグルの説｣ と善意の関係に疑義。饗応の料理は
｢竜宮城舞いをトチってお刺身に｣ とタイやヒラメの
悲しい末路だ。土産にもらったのは ｢開けるなと言う
なら渡すな玉手箱」。確かに ｢聞きたいね、浦島太郎
の後日談｣。         （素直な童話も好む男　北野69歳）

▶野ネズミの「ぐりとぐら」◀
　自分の子供に読んだ絵本の記憶は殆どないが、孫に
読み聞かせたことは、昨日のことのように憶えている。
一番記憶に残っている絵本は、中川李枝子作の「ぐり
とぐら」であろうか。昼間は勿論、夜の布団の中で何
回読んだだろう。布団の中で孫が眠そうなので、適当
に端折って読むと“おじいちゃん違うでしょ！何々で
しょ”って得意顔で指摘されたな。文字は読めなくと
も全て記憶しているのだ。幼児はなぜ同じ本を何回も
読むことをせがむのか。認知症の老人が同じことを何
回も何回も繰り返して話すのは、幼児に戻ったという
ことなのかと思ったりしている今日この頃である。

（東京流れ者　片山79歳）

「あなたの好きな絵本（童話）は？」
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　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

「SAKAMOTO DAYS　サカモトデイズ」
　目黒蓮主演の映画 「サカモトデイズ」 を見た。監督・
脚本は福田雄一で、4月29日封切りだった。史上最高
の殺し屋・坂本太郎が恋に落ちて結婚し、坂本商店を営
む。愛する妻子のために殺しはし
ないと宣言したのだが突如として
10億円の懸賞金を掛けられ、命
を狙われる羽目に。原作は集英社
「週刊少年ジャンプ」 に連載中の

人気漫画（作者：鈴木裕斗）。食
べまくって太り過ぎた太郎（推定
140キロ）が、派手なアクショ
ンでカロリーを大量消費したあと
に一時だけスリムなボディに戻り、アウトローな雰囲気
を漂わせる。また、上戸彩演じる妻の恐妻家ぶりにも笑
える(ちなみに福田監督も恐妻家らしい)。特殊メイクで
太らせた身体でのアクションはきついはずだが、スタン
トマン起用の提案に目黒(愛称めめ)は 「挑戦したい」 と
答えたとか。ほかの殺し屋集団もイケメン揃いで、めめ
ファンならずとも、わくわく感が半端でなかった。

周五郎と耕太郎に惚れた
　若い頃、知人に勧められて山本周五郎の 「さぶ」 を読
み、すっかり彼のファンとなり、彼の作品を読み漁った。
その後、周五郎短編集の解説でノンフィクション作家・
沢木耕太郎が解説文の中で、こんなことを書いていた。
　彼が若い頃、中東への一人旅で、砂漠を黙々と歩いて
いた。向こうから日本人らしき若者が近づいてきた。お
互いに懐かしさを覚え暫く話をした。別れ際にお互いに
持っている本を交換すること
にし、沢木は山本周五郎の「さ
ぶ」 を手に入れた。彼はその
場に座り込み、本をめくった。
小説の書き出し 「小雨が靄の
ようにけぶる夕方、両国橋を
西から東へ、さぶが泣きながら渡っていた」 を読み出し
たら訳もなく涙が溢れ、砂に吸い込まれたと。この解説
文を読んで私は沢木が好きになり 「敗れざる者たち」 「一
瞬の夏」 「深夜特急」 など彼の作品を夢中になって読んだ。
最近も周五郎の 「日本婦道記」 を布団の中で読んでいた
ら、思わず枕を濡らしてしまった。

藤井聡太の放った「毒まんじゅう」
　将棋の世界では、毒まんじゅうを食わすとか食わされると
いった表現がメディアなどで使われる。先ごろ終局した第84
期将棋名人戦でも使われて話題を呼んだ。
　その第3局、藤井聡太名人が挑戦者の糸谷哲郎 九段に放
った４五歩がそれ。藤井は自陣の角頭に歩を打ったのである。
誰が見てもその歩は糸谷の自陣にある５六銀にただで取られ
る運命に晒されている。
　しかし取ればその後の
展開で形勢不利となり、
敗着に繋がることは明ら
かだった。かといって糸
谷にはほかに有効な手は
なく、銀で歩を喰った。
藤井はその銀をめがけて5
三に桂を打ち、以後、じわじわと戦局を優勢にし、最後は約
40手を読み込んで勝ちとなった。
　４五歩はまさに「毒まんじゅう」の効果があったことになる。
将棋は実に面白いが、実に恐ろしいゲームでもある。

MOVIE （片山１　Y. I .）

SHOGI （野火止 7 大島　直次）

（大和田５　ごみちゃん） Book

今年も日本ホビーショーを楽しんで
　５月８日(金) ～ 10日(日)に東京ビッグサイトで ｢第
50回日本ホビーショー」が開催されました。東の端１
階にあるホールが会場で、昨年よりも小さなブースが並
びました。女性向きの手芸関係ブー
スが多いのですが、３Dプリンター
や工具、素材、ジオラマ材料などの
法人ブースもあるので男性来場者も
多かったです。土日には家族連れが
多く、特にシルバニアファミリーの
ワークショップが子供達に大人気で
した。私は今年は目の調子が悪いた
め細かい手芸のワークショップはあきらめて、同時開催
のホビークッキングフェアーの会場を回りました。壁い
っぱいにインスタントラーメンが展示された日本即席食
品工業協会のブースでは、インスタントラーメンクイズ
に参加。クイズの１つは「日本初のインスタントラーメ
ンは何年に誕生したでしょうか」でした。答えは壁面の
ラーメンの中にあって、３問正解のお土産がエースコッ
クのワンタンメンでした。＊答えは1958年です。

Hobby （野火止７　O.M.）
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--

新
し
い
出
発
会
員
の
期
待
大--

▼
親
睦
会
だ
よ
り
（
令
和
８
年
度
親
睦
会
総
会
）

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

親
睦
会
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
総
会
は
、
６
月

28
日
（
日
）
市
民
会
館
中
ホ
ー

ル
に
て
SC
定
時
総
会
に
ひ
き
続

き
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
以
前
の
よ
う
な
感
染

症
の
心
配
も
無
く
参
加
者
の

方
々
は
明
る
い
笑
顔
で
落
ち
着

い
た
様
子
で
し
た
。

　

親
睦
会
事
業
は
SC
事
業
と
違

い
、
常
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
、

日
帰
り
旅
行
・
新
春
の
つ
ど
い

の
交
流
会
・
文
化
祭
等
を
通
じ

て
絆
・
仲
間
づ
く
り
を
基
本
と

し
た
会
員
相
互
の
交
流
が
目
的

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
日
程

◦
サ
ー
ク
ル
代
表
者
会
議

平
成
８
年
７
月
22
日
（
水
）

サ
ー
ク
ル
助
成
金
に
つ
い
て

も
会
員
数
に
比
例
し
て
配
分
。

◦
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

ス
マ
ホ
講
座
日
程
に
つ
い
て

は
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。

◦
新
春
の
つ
ど
い

令
和
9
年
１
月
23
日
（
土
）

年
の
初
め
に
挨
拶
と
元
気
を

確
か
め
合
う
場
と
し
て
開
催
。

◦
親
睦
会
文
化
祭

令
和
９
年
３
月
７
日
（
日
）

引
き
続
き
親
睦
会
単
独
で
新

座
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
及
び

ホ
ワ
イ
エ
に
て
実
施
し
ま
す
。

す
で
に
開
催
日
程
も
決
定
し

て
い
ま
す
。
今
か
ら
準
備
し

て
会
員
皆
様
に
ご
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
親
睦
会
役
員

は
４
名
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
役
員
が

加
わ
り
、
総
勢
13
名
で
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。

　

役
員
一
同
皆
様
の
ご
期
待
に

添
え
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
会
長　

後
藤　

勝
義
）

会　

長
後
藤　

勝
義（
大
和
田
）

副
会
長
石
井　
　

修（
大
和
田
）

副
会
長
阿
河　

孝
雄（
大
和
田
）

副
会
長
五
味　

輝
子（
大
和
田
）

会　

計
田
中
ハ
ツ
ヱ（
新　

座
）

幹　

事
橋
本　

淑
子（
野
火
止
）

幹　

事
小
菅
さ
ち
よ（
あ
た
ご
）

幹　

事
大
野　

恒
夫（
野
火
止
）

幹　

事
谷
中　

照
子（
野
火
止
）

幹　

事
佐
藤　

峯
夫（
畑　

中
）

幹　

事
門
瀬　

吉
巳（
野
火
止
）

監　

事
内
堀　

敏
朗（
石　

神
）

監　

事
吉
川　

京
子（
大
和
田
）

※
新
役
員
は
太
字
で
表
記

　

セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
、
セ
ン

タ
ー
会
員
監
事
は
第
47
回
セ
ン

タ
ー
定
時
総
会
及
び
臨
時
理
事

会
で
選
出
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

5
月
24
日
、
参
加
者
38
名
を

乗
せ
た
バ
ス
は
新
座
市
を
７
時

に
は
出
発
。
目
的
地
は
栃
木
県

真
岡
市
の
大
前
（
お
お
さ
き
）

神
社
・
大
前
恵
比
寿
神
社
、
外

池
（
と
の
い
け
）
酒
造
、
益
子

焼
の
窯
元
見
学
と
食
事
で
す
。

　

一
日
中
曇
り
の
予
報
で
し
た

が
、
寒
過
ぎ
ず
暑
過
ぎ
ず
ま
ず

ま
ず
の
天
気
で
し
た
。
驚
い
た

の
は
東
北
道
が
拍
子
抜
け
す
る

ほ
ど
空
い
て
い
て
、
最
初
の
目

的
地
で
あ
る
大
前
神
社
に
は
予

定
よ
り
早
く
到
着
。

　

そ
の
境
内
に
、
宝
く
じ
な
ど

一
等
が
よ
く
当
た
る
と
マ
ス
コ

ミ
で
も
評
判
の
大
前
恵
比
寿
神

社
が
あ
り
ま
す
。
本
殿
の
上
に

は
日
本
一
の
え
び
す
様
が
立
っ

て
い
て
、
社
殿
の
中
の
「
幸
せ

の
黄
金
釜
」
の
中
に
宝
く
じ
な

ど
を
入
れ
て
鈴
を
鳴
ら
す
と
ご

利
益
が
あ
る
と
か
。

　

次
に
バ
ス
は
益
子
町
の
外
池

酒
造
へ
。
門
を
く
ぐ
る
と
ひ
ん

や
り
と
し
た
空
気
と
ほ
の
か
な

米
の
香
り
が
ふ
わ
り
と
鼻
を
く

す
ぐ
る
の
で
す
。
試
飲
カ
ウ
ン

タ
ー
に
並
ぶ
吟
醸
酒
や
果
実
酒

令
和
８
年
度
親
睦
会
役
員

春
の
日
帰
り
旅
行

な
ど
口
に
含
む
と
す
る
り
と
喉

に
滑
り
落
ち
、
後
か
ら
じ
ん
わ

り
甘
み
が
広
が
る
の
で
「
危
な

い
ね
、
こ
れ
、
う
ま
い
！
」
試

飲
後
に
、
有
料
で
お
代
わ
り
。

　

財
布
の
紐
も
緩
み
、
レ
ジ
に

は
長
い
列
。
つ
ま
み
の
燻
製
豆

腐
や
葉
唐
辛
子
の
も
ろ
味
漬
け

等
土
産
物
も
大
評
判
で
し
た
。

　

昼
食
は
陶
芸
の
森 

長
谷
川

陶
苑
。
食
事
の
前
に
益
子
焼
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
学
。
棚
い
っ

ぱ
い
に
並
ん
だ
器
は
素
朴
で
温

か
な
質
感
と
厚
手
で
ど
っ
し
り

と
し
た
形
。
多
彩
な
釉
薬
に
よ

る
重
厚
な
色
合
い
の
個
性
的
な

器
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
最
後
に
「
道
の
駅 

ま

し
こ
」
に
も
寄
っ
て
さ
ら
に
買

物
三
昧
。
帰
り
の
東
北
道
も
ス

イ
ス
イ
。
大
急
ぎ
で
恒
例
の
ビ

ン
ゴ
大
会
。
TV
で
大
相
撲
を
見

な
が
ら
夕
方
６
時
頃
に
は
皆
帰

宅
で
き
た
よ
う
で
し
た
。
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理
事
会
報
告

令
和
７
年
度

第
11
回
（
3
月
30
日
開
催
）

①
正
会
員
（
３
月
分
）
男
性
９

名
、
女
性
16
名　

合
計
25
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
3
月
末
日
現
在
１
、６
４
７

名
】

②
２
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

③
令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

④
令
和
８
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

⑤
公
益
目
的
事
業
の
種
類
又
は

内
容
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

⑥
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
員
の

報
酬
等
及
び
費
用
に
関
す
る

規
程
の
改
定
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。

　
　
訃
　
報

土
居　

文
雄
様
（
80
歳
）

野
火
止
1
丁
目

瓶
子
信
一
郎
様
（
76
歳
）

新
堀
２
丁
目

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
表
紙
の
呟
き
】　

春
の
景
色
を

と
用
水
沿
い
を
歩
い
た
。
近
頃

で
は
珍
し
く
な
い
鴨
二
羽
だ
が
、

な
ん
と
も
仲
の
良
さ
そ
う
な
ソ

ブ
リ
。
年
寄
り
に
見
せ
つ
け
な

が
ら
、
二
羽
だ
け
の
世
界
を
楽

し
ん
で
い
た
。
そ
う
感
じ
た
の

は
、
こ
ち
ら
の
僻
み
か
な
ぁ
～

（
吉
田
）

令
和
８
年
度

第
１
回
（
4
月
27
日
開
催
）

①
正
会
員
（
４
月
分
）
男
性
14

名
、
女
性
11
名
、
合
計
25
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
4
月
末
日
現
在
１
、６
５
４

名
】

②
３
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

③
令
和
７
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
た
。

④
令
和
７
年
度
計
算
書
類
及
び

付
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目

録
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

⑤
令
和
７
年
度
公
益
社
団
法
人

新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

第
2
回
（
5
月
29
日
開
催
）

①
正
会
員
（
５
月
分
）
男
性
10

名
、
女
性
８
名
、
合
計
18
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
5
月
末
日
現
在
１
、６
５
８

名
】

②
４
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

③
令
和
７
年
度
事
業
報
告
・
令

和
７
年
度
計
算
書
類
及
び
付

属
明
細
書
類
並
び
に
財
産
目

録
に
つ
い
て
確
定
さ
れ
た
。

④
第
47
回
定
時
総
会
の
召
集
に

つ
い
て
確
定
さ
れ
た
。

⑤
第
47
回
定
時
総
会
の
議
案
に

つ
い
て
確
定
さ
れ
た
。

⑥
第
47
回
定
時
総
会
被
表
彰
者

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

⑦
監
査
報
告
が
報
告
さ
れ
た
。

　

２
０
２
６
年
４
月
19
日

（
日
）に
東
ふ
れ
あ
い
の
家
で
新

年
度
懇
話
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
、
反
則
金
に

つ
い
て
な
ど
の
説
明
が
埼
玉
県

警
か
ら
２
時
間
び
っ
ち
り
あ
り

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
予
定
し
て
い
た
懇

話
会
の
時
間
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
懇
話
会
は
日
を
改
め
て

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

反
則
金
制
度
の
効
果
だ
と
思

い
ま
す
が
、
車
を
運
転
さ
れ
て

い
る
方
も
か
な
り
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

　

歩
行
者
と
し
て
横
断
歩
道
に

立
つ
と
車
は
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
停
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
運
転
し
て
い
る
方
が
携

帯
を
使
う
時
は
歩
道
端
に
停
車

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
よ
く
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
懇
話
会
の
講
話
は
参

考
に
な
り
ま
し
た
が
、
生
活
道

路
を
通
り
抜
け
る
車
の
ス
ピ
ー

ド
は
相
変
わ
ら
ず
な
と
こ
ろ
が

あ
り
、
恐
怖
を
覚
え
て
い
ま
す
。

事
故
が
起
き
な
い
う
ち
に
30
キ

第
５
ブ
ロ
ッ
ク

14
地
区
懇
話
会

ロ
規
制
を
す
る
な
り
、
何
ら
か

の
規
制
を
し
て
ほ
し
い
と
思

う
こ
の
頃
で
す
。

　

新
年
度
に
入
り
、
大
変
な
変

革
が
あ
り
ま
し
た
。
理
事
長
の

退
任
と
理
事
の
交
代
で
す
。
詳

細
は
本
編
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

19
地
区
で
は
町
内
会
と
の

連
携
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

と
の
情
報
が
あ
り
取
材
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
色
々
と
共

通
点
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
セ

ン
タ
ー
活
動
の
一
つ
の
指
針

に
な
る
事
案
だ
と
思
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
員
の
方
々
は
そ
の
方
面

の
経
験
豊
富
な
「
レ
ジ
ェ
ン

ド
」
だ
と
思
わ
れ
ま
す
、
ぜ
ひ

経
験
や
体
験
談
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。
ま
た
地
域
活
動
や
就

業
場
所
で
の
い
ろ
い
ろ
な
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

下
さ
い
。                 （
館
）


